
まちづくり・地域興し論
2010年 第8講 産業観光

第9章 ものづくりの心に触れる産業観光

宮国薫子

出典：佐々木一成 『観光振興と魅力
あるまちづくり：地域ツーリズムの展
望』（学芸出版社、2007年）



１．産業観光とは

• 歴史的・文化的価値の高い産業遺産や操業中の工場・工
房を観光資源として位置づけ、それらを介してモノづくりの
原点に触れる旅。

• すべての産業が対象
（農林水産業・製造業・サービス業）

• 最近になって突然できた概念ではない→工場見学（1950
年）
– 工房における工芸体験・モノづくり関連の資料館や博物館を見

学すること。

• 近年になって産業観光に大きく光があたり始めたのは・・・
旅行形態が多様化し、学習や体験等の目的型旅行の
ニーズが高まってきたことによる。



２．「近代化遺産と産業遺産観光」

• 戦後から高度経済成長期にかけて、産業関係の歴史的建
造物は老朽化し、非効率との理由で取り壊されてきた。

• 近代化遺産
– （日本の近代化に貢献化した建物・幕末から明治・大正・昭和

の戦前期までに建設された工場、鉱山、発電所、港湾、ダム、
運河等）再評価の動き

• 1990年より 「近代化遺産総合調査」

• 1993年 「近代化遺産」が重要文化財の新たな種別「建造
物の部」に設けられた。（付属する設備・備品類や車両等
までも含めてシステム保存すること）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1993年　「近代」が重要文化財の新たな種別「建造物の部」に設けられた。（付属する設備・備品類や車両等までも含めてシステム保存すること）これは従来の建造物のみで指定されていたのでは大きく異なる点。



２．「近代化遺産と産業遺産観光」

1993年 。。。近代化遺産第1号
• 碓井峠鉄道施設（群馬県安中市）

• 藤倉水源地水道施設（秋田県秋田市）

2007年
• 三井石炭鉱業（株）三池炭鉱宮原坑施設（福岡県大牟田

市）

– 旧万田坑施設（熊本県荒尾市）

• 旧富岡製糸場（群馬県富岡市）

• 全国で19か所 50件



２．「近代化遺産と産業遺産観光」
「文化財登録制度」

• 1996年文化財保護法一部改正 「文化財登録制度」導入。
活用しつつも保存が必要とされる建造物について届け出制を基本とする緩
やかな保護措置

登録により固定資産税の軽減や改修費の補助等が受けられる。

• 登録の基準－築50年以上で次の・・・

① 国土の歴史的景観に寄与しているもの

② 造形の規範となっているもの

③ 再現することが容易でないもの

• 「登録有形文化財」・・・
• 外観を大きく変えなければ内部を改装し資料館やホテル、レストランなどの
観光・商業施設に改装可能。（活用することで保存が可能）

• 2007年3月・・・全国で6,273件 （産業遺産1,572 交通181 治山治水132
生活関連252）

冨士屋ホテル

足利模範撚糸工場
Sports Club

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1996年　文化財保護法が一部改正　「文化財登録制度」が導入された。	活用しつつも保存が必要とされる建造物について届け出制を基本とする緩やかな保護措置	登録により固定資産税の軽減や改修費の補助等が受けられる。
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Tourism

３．産業遺産観光の展開
碓井峠鉄道施設

（群馬県 安中市 松井田町）人口
607,000人



３．産業遺産観光の展開
碓井峠鉄道施設

（群馬県安中市松井田町）

•廃線が決まった1992年から周辺整備構

想 「ウォーキングトレイル事業」 アプトの
道５．５キロ

•「碓井峠鉄道文化むら」・・・旧車両などを
展示 開業以来年間２０万人
•日本で唯一、電気機関車の運転体験可。

•長野県との県境にある群馬県旧松井田町
•国産第一号の電気機関車 （1919年）

•システム全体・・・連続する橋梁・トンネルや
変電所などの付属施設

•横川～軽井沢間 ２６のトンネルと１８橋梁
（めがねばし1893年・・・碓井第３橋梁・・・わが
国最大のレンガ造りアーチ）

1993年 重要文化財「近代化遺産」第1号

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
長野県との県境にある群馬県旧松井田町国産第一号の電気機関車システム全体・・・連続する橋梁・トンネルや変電所などの付属施設横川～軽井沢間　２６のトンネルと１８橋梁　（めがねばし1893年・・・碓井第３橋梁・・・わが国最大のレンガ造りアーチ）廃線が決まった1992年から周辺整備構想　「ウォーキングトレイル事業」　アプトの道５．５キロ「碓井峠鉄道文化むら」・・・旧車両などを展示　開業以来年間２０万人電気機関車の運転体験ができる。

http://www.mapion.co.jp/map/imap/admi/admi10.map


３．産業遺産観光の展開
鉱山のまち （秋田県小坂町）



３．産業遺産観光の展開
鉱山のまち

（秋田県小坂町）

•人口6,600人
•1861年開抗
•明治以降は科学・機械・電力
•1990年閉山（精錬部のみ残る
•明治末22,000人
•エコミュージアム構想

•木造芝居小屋「康楽館」
•明治100年通り
•旧小坂鉱山病院記念碑
•洋風園舎（天使館）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
エコミュージアム構想　（町全体が博物館となるようなまちづくり）

http://www.mapion.co.jp/map/imap/admi/admi05.map


３．産業遺産観光の展開

鉱山のまち （秋田県小坂町）

•2002年 重要文化財
•桟敷席などの純和風の和洋折衷様式
•現存する最古の芝居小屋
•修学旅行に組み込まれる
•年間8万6千人（２００５）
•4月から11月、常設公演(1日2，3回）



③．産業遺産観光の展開
鉱山のまち（秋田県小坂町）



『康楽館』の隣接地には・・・
• 旧小坂鉱山事務所（重要文化財）を移築復

元し、明治の町並み「明治100年通り」を造
成。

• 歴史的建造物とアカシア並木が良く調和。

• 環境省 「かおり風景100選」(2001）

• 国土交通省 「美しいまちなみ大賞」（2005）

• 小坂町 「エコミュージアム構想」・・・「旧小
坂鉱山病院記念棟」（重要文化財）、洋風園
舎「天使館」（重要文化財）の改修を行い街
全体が博物館となるようなまちづくりを進め
ている。

• ボランティアよるクリスマスローズ花壇

http://www‐gis2.nies.go.jp/kaori/
http://www.town.kosaka.akita.jp/sang
you/matinami/matinami.htm



４．「モノづくり」と産業観光
（愛知県）トヨタ



４．「モノづくり」と
産業観光
（愛知県）

• モノづくりにかかる新鋭の工場見学

• 産業博物館

• 資料館

• 愛知県（人口 7,297,000人）

• 醸造・陶磁器・紡績・繊維

• 自動車産業・航空／宇宙産業

• 工場 + 博物館・資料館

• 産業ネットワーク

– 地元商工会議所+産業博物館・資料館24館+9工場

http://www.mapion.co.jp/map/imap/admi/admi23.map


４．「モノづくり」と産業観光 （愛知県）
• 点から面への展開 「愛知県観光産業モデルコース」

• 2007年現在

– ９つのテーマごとに21コース

– 日帰りモデルコース・・・4つのテーマで11コース

一日目

• 名古屋駅→トヨタテクノミュージアム産業記述記念館（名古屋市） →
博物館明治村（犬山市） → 国宝犬山城（犬山市） → かがみはら
航空宇宙博物館（岐阜県） → 名古屋泊

2日目

• 名古屋 → トヨタ自動車工場・トヨタ会館（豊田市） → 愛知健陶磁資
料館 （瀬戸市） → 名古屋駅

日帰り

• 有松・鳴海絞会館（名古屋市） → 東邦ガス・ガスエネルギー館 （東
海市） → 高浜氏やきものの里・かわら美術館 （高浜市） → 安城産
業 デ パ 安城

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://www.sangyokanko.jp/intro.html
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産業観光まちづくりのポイント

• 一つの遺産を中心あるいは核にして、街全体をミュージアム化し
ている。

• 住民がボランティアなどで参加している。(住民、企業、自治体が
協力している。）

• 愛知県にみられるように、各市が連携している。
• テーマごとに複数の施設を結び付け、効率的な周遊ルートを設定。

• 工場見学に加え、近隣での温泉の宿泊や、陶磁器など特産品の
ショッピングを絡めたコースがある。

• インタープリターの存在



４．「モノづくり」と産業観光
（愛知県）明治村

宇治山田郵便局《重要文化
財》
旧所在地 三重県伊勢市豊
川町 建設年代 明治42年
（1909）

帝国ホテル

旧所在地 東京都千代田区
内幸町 建設年代 大正12
年（1923）

半田東湯
今日所在地 愛知県

呉服座 《重要文化財》
旧所在地 大阪府池田市
西本町 建設年代 明治25
年（1892）

蒸気機関車
12号は明治7年（1874）
輸入 9号は明治45年
（1912）輸入

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
明治時代は、我が国が門戸を世界に開いて 欧米の文物と制度を取り入れ、それを同化して近代日本の基盤を築いた時代で、飛鳥・奈良と並んで、我が国の文化史上極めて重要な位置を占めている。明治建築も従って江戸時代から継承した 優れた木造建築の伝統と蓄積の上に、新たに欧米の様式・技術・材料を取り入れ、石造・煉瓦造の洋風建築を導入し、産業革命の進行に伴って 鉄・セメント・ガラスを用いる 近代建築の素地を築いた。これらの建築のうち、芸術上、歴史上価値あるものも、震災・戦災などで多く失われ、ことに戦後の産業の 高度成長によって生じた、大小の公私開発事業により、少なからず姿を消していった。取り壊されてゆく これらの文化財を惜しんで、その保存を計るため、今は二人とも故人となられたが 旧制第四高等学校同窓生であった 谷口吉郎博士 ( 博物館明治村初代館長 ) と 土川元夫氏 ( 元名古屋鉄道株式会社会長 ) とが 共に語り合い、二人の協力のもとに 明治村が創設されたのである。�� 明治村が財団法人として発足したのは昭和37年であった。工事は多数の人々の支持を受け進捗した。大和時代安閑天皇記の入鹿屯倉（いるかみやけ）の古代史の謎を秘めた入鹿池湖畔の豊かな自然を大切に保存しながら、ようやく博物館明治村が開村したのは昭和40年3月18日である。開村当時は遥々と北海道から移築された札幌電話交換局、京都聖ヨハネ教会堂、東京で森鴎外と夏目漱石の両文豪が奇しくも相前後して住み数々の名作を残した由緒ある住宅などの建物や、電車等の施設物15件に過ぎなかったが、現在では67件に達し、博物館の敷地も2倍近くの100万平方メートルに広がっている。�



４．「モノづくり」と産業観光
（愛知県）ノリタケの森



４．「モノづくり」と産業観光
（愛知県）有松 絞り



４．「モノづくり」と産業観光
（愛知県）明治村



明治村



イタリア（ブラノ島）



San Francisco 
Ghilladery



「登録有形文化財」
富士屋ホテル



「登録有形文化財」



「登録有形文化財」



ミシガン 車の博物館



伊万里



イタリア (ムラノ島）



Union Station (Washington D.C.)



Millers Beer



オリオンビール



パイン工場



首里琉染


	まちづくり・地域興し論�2010年　第8講　産業観光��第9章　ものづくりの心に触れる産業観光
	１．産業観光とは
	２．「近代化遺産と産業遺産観光」
	２．「近代化遺産と産業遺産観光」
	２．「近代化遺産と産業遺産観光」� 「文化財登録制度」
	Industrial Heritage Tourism
	３．産業遺産観光の展開�碓井峠鉄道施設�（群馬県安中市松井田町）�
	３．産業遺産観光の展開�鉱山のまち　（秋田県小坂町）
	３．産業遺産観光の展開�鉱山のまち�（秋田県小坂町）
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	『康楽館』の隣接地には・・・
	４．「モノづくり」と産業観光�（愛知県）トヨタ
	４．「モノづくり」と�産業観光�（愛知県）
	４．「モノづくり」と産業観光　（愛知県）
	４．「モノづくり」と産業観光（愛知県）
	産業観光まちづくりのポイント
	４．「モノづくり」と産業観光�（愛知県）明治村
	４．「モノづくり」と産業観光�（愛知県）ノリタケの森
	４．「モノづくり」と産業観光�（愛知県）有松　絞り
	４．「モノづくり」と産業観光�（愛知県）明治村
	明治村
	イタリア（ブラノ島）
	San Francisco Ghilladery
	「登録有形文化財」�富士屋ホテル
	「登録有形文化財」
	「登録有形文化財」
	ミシガン　車の博物館
	伊万里
	イタリア　(ムラノ島）
	Union Station (Washington D.C.)�
	Millers Beer
	オリオンビール
	パイン工場
	首里琉染

